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は
じ
め
に

祇
園
社
「
社
家
記
録
」
は
南
北
朝
期
の
様
相
を
纏
ま
っ
た
形
で
伝
え
る
史
料
と
し

て
、
政
治
史
・
社
会
史
・
経
済
史
・
文
化
史
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
重
用
さ
れ
て

き
た
。
舞
台
と
な
っ
た
祇
園
社
内
組
織
の
研
究
は
、
小
杉
達
氏
を
嚆
矢
と
し①
、
野
地

秀
俊
氏②
、
三
枝
暁
子
氏
の
論③
な
ど
が
あ
る
。

野
地
氏
は
「
社
僧
」
と
い
う
言
葉
に
拘
る
立
場
か
ら
、
小
杉
氏
の
祇
園
社
の
成
員

を
社
僧
、
神
人
（
社
人
）、
犬
神
人
の
三
つ
に
分
類
す
る
認
識
に
対
し
て
、
小
杉
氏
が

社
僧
と
呼
ぶ
階
層
を
紀
氏
一
族
、
社
僧
、
専
当
（
承
仕
・
勾
当
）・
宮
仕
の
三
階
層
に

分
け
、
社
僧
を
①
多
く
の
僧
に
国
名
が
付
い
て
い
る
こ
と
、
②
三
綱
や
権
別
当
・
権

大
別
当
・
少
別
当
に
な
る
こ
と
（
長
吏
・
執
行
・
大
別
当
に
は
な
ら
な
い
）、
③
極
位
が

法
眼
で
あ
る
こ
と
、
④
公
文
（
一
〜
七
）
に
な
る
こ
と
、
⑤
阿
闍
梨
位
を
持
つ
こ
と
、

⑥
坊
を
営
み
世
襲
す
る
こ
と
と
定
義
し
た
。
そ
の
上
で
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
初
期

の
顕
詮
・
顕
深
親
子
が
社
僧
を
門
弟
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
門
閥
を
形
成
し
、
自

ら
社
家
と
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
と
論
じ
た
。

こ
れ
に
対
し
三
枝
氏
は
、
野
地
氏
の
指
摘
す
る
社
僧
の
定
義
を
評
価
し
つ
つ
、
紀

氏
一
族
ま
で
含
め
て
広
義
の
社
僧
と
し
て
捉
え
た
う
え
で
、
本
寺
僧
で
あ
る
別
当
を

筆
頭
に
社
務
執
行
・
三
綱
・
権
大
別
当
・
少
別
当
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
感
神
院

政
所
」
と
、
そ
れ
に
包
括
さ
れ
る
形
で
実
質
的
な
経
営
責
任
者
で
あ
る
執
行
の
も
と

に
、
三
綱
・
権
別
当
・
少
別
当
が
構
成
す
る
「
公
文
所
」
の
二
つ
の
組
織
に
よ
っ
て

経
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
専
当
・
宮
仕
を
公
人
と
し
て
捉
え

直
し
た
上
で
、
い
ず
れ
も
法
名
を
名
乗
っ
て
お
り
、
中
に
は
「
法
師
」・「
法
橋
」
号

を
も
つ
者
も
い
た
と
し
、
さ
ら
に
は
こ
れ
ら
が
公
文
所
に
所
属
し
て
い
た
可
能
性
を

示
唆
し
た
。

そ
も
そ
も
祇
園
社
は
、
天
台
座
主
の
兼
ね
る
祇
園
検
校
や
別
当
を
通
じ
て
支
配
さ

れ④
、
別
当
に
代
わ
り
実
務
を
担
当
す
る
目
代
が
置
か
れ
る
な
ど⑤
、
山
門
の
支
配
下
に

あ
っ
た
。
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
に
残
さ
れ
る
顕
詮
、
そ
の
子
顕
深
が
執
行
時
は
、

静
晴
一
族
と
対
立
し
な
が
ら
社
僧
の
門
閥
化
を
は
か
り
、
室
町
将
軍
と
の
御
師
職
と

い
う
結
び
付
き
を
通
じ
て
山
門
か
ら
の
影
響
力
を
弱
め
、
独
自
の
執
行
職
独
占
体
制

を
作
り
出
し
た
時
期
で
あ
る
。
三
枝
氏
が
強
調
し
て
い
る
通
り
、
こ
れ
は
単
純
に
祇

園
社
と
い
う
一
社
の
問
題
で
は
な
く
、
祇
園
社
を
通
じ
た
山
門
に
よ
る
京
都
支
配
の

問
題
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
祇
園
社
社
内
組
織
に
お
け
る
山
門
の
影
響
力
に

対
す
る
論
点
は
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
先
学
の
驥
尾
に
付
し
つ
つ
、
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
を
中
心
に
、
祇
園

社
社
内
組
織
に
つ
い
て
山
門
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
再
考
す
る
。
ま
た
、
社
僧
の
定

義
は
、
紀
氏
一
族
を
除
い
た
、
野
地
氏
の
定
義
に
従
っ
た
。

南
北
朝
期
に
お
け
る
祇
園
社
社
内
組
織

大　

坪　
　
　

舞
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第
一
章　

執
行
管
轄
下
の
組
織

第
一
節　

執
行
代

山
門
に
住
す
る
座
主
・
別
当
を
除
く
と
祇
園
社
内
の
最
高
位
で
あ
る
の
が
執
行
で

あ
る
。
南
北
朝
期
に
は
こ
の
代
官
を
務
め
る
職
掌
と
し
て
が
執
行
代
が
あ
っ
た
。
祇

園
社
「
社
家
記
録
」
の
中
で
執
行
代
と
し
て
確
認
さ
れ
る
の
は
、越
後
法
眼
咸
宗
（
康

永
二
年
〈
一
三
四
三
〉）、
三
川
法
眼
顕
聖
（
正
平
七
年
〈
一
三
五
二
〉）、
相
模
法
眼
乗
秀

（
延
文
二
年
〈
一
三
五
七
〉）、
丹
後
法
眼
快
恵
（
応
安
五
年
〈
一
三
七
二
〉）
の
四
名
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
法
眼
位
に
あ
り
、
上
位
の
社
僧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
三
川
法
眼
顕
聖
は
、「
顕
」
の
字
を
名
に
持
ち
、
の
ち
に
顕
詮
が
住
房

と
し
た
桐
房
の
房
主
で
あ
っ
た⑥
こ
と
か
ら
、
親
族
、
す
な
わ
ち
紀
氏
一
族
で
あ
っ
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
徳
治
年
間
（
一
三
〇
六
―
一
三
〇
七
）
に
一
公
文

に
補
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら⑦
、
顕
詮
よ
り
年
長
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
法

眼
位
で
あ
り
、
野
地
氏
が
社
僧
の
条
件
の
中
に
入
れ
る
「
国
名
を
名
乗
る
」
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
（
紀
氏
一
族
の
中
に
国
名
を
名
乗
る
も
の
は
い
な
い
こ
と
）
か
ら
、
社
僧

の
側
に
近
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
乗
秀
・
快
恵
は
社
僧
で
、
基
本
的
に
上
位

の
社
僧
か
ら
任
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

執
行
代
は
執
行
が
不
在
の
際
急
な
代
理
を
務
め
る⑧
、
番
仕
の
代
官
を
務
め
る
な
ど⑨
、

文
字
通
り
代
官
と
し
て
の
例
が
み
ら
れ
る
。
一
方
で
執
行
代
独
自
の
職
掌
と
し
て
認

め
ら
れ
る
の
が
、
師
子
一
座
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
。

﹇  

史
料
1
﹈
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
一
〇
月
一
九
日
条
（〈　

〉

内
は
割
注
を
示
し
た
。
以
下
同
。）

　

  

今
日
御
祈
師
子
舞
レ
之
、
恒
例
春
舞
之
処
、
依
二
閇
門
延
引
一
、
近
日
開
門
之
間

舞
レ
之
、
師
子
舞
巻
数
、
任
レ
例
進
二
別
当
御
房
一
〈
公
文
所
不
レ
出
レ
之
、〉
猿
楽

三
番
仕
レ
之
、
師
子
者
如
レ
例
於
二
庭
上
一
舞
レ
之
、
猿
楽
之
時
召
□
礼
堂
云
々
、
白

昼
師
子
猿
楽
、
於
二
堂
上
一
沙
汰
、
無
二
先
例
一
、
執
行
代
無
二
故
実
一
歟
、
御
祈
師

子
時
、
上
古
雨
降
日
、
於
二
礼
堂
一
舞
事
在
レ
之
之
由
、
顕
聖
法
眼
旧
記
ニ
有
之

由
申
レ
之
、
是
非
例
也
、
向
後
不
レ
可
レ
有
二
其
儀
一
者
也
、

御
祈
師
子
舞
に
関
す
る
故
実
を
執
行
代
が
認
識
し
て
お
く
べ
き
も
の
と
し
て
お

り
、後
に
執
行
代
と
し
て
確
認
さ
れ
る
顕
聖
の
旧
記
に
よ
っ
て
こ
れ
を
正
し
て
い
る
。

執
行
代
が
御
祈
師
子
に
関
与
し
た
例
は
、正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
に
お
い
て
も
認

め
ら
れ
る
。

﹇
史
料
2
﹈
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
四
月
一
五
日
条

恒
例
御
祈
師
子
今
日
舞
レ
之
、
社
家
祝
布
施
壱
連
沙
二
汰
之
一
、
毎
年
為
二
二
月
一
之

処
、
今
年
世
上
動
乱
上
、
師
子
舞
等
依
二
疲
労
一
或
没
落
、
或
難
二
出
仕
難
義
之

間
、
師
子
等
申
二
子
細
一
、
于
レ
今
延
引
了
、
一
向
在
国
之
間
、
一
臈
国
行
、
二

臈
末
継
二
人
参
勤
了
、
後
戸
酒
肴
如
レ
例
、
次
如
二
先
一々
者
進
三
巻
数
於
二
貫
首
一

之
処
、
自
二
其
比
一
依
二
世
上
事
一　

御
上
表
之
間
、
巻
数
執
行
代
雖
レ
用
二
意
之
一

不
レ
進
レ
之
、
□
社
家
了
、

﹇  

史
料
3
﹈
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
四
月
一
六
日
条
（〔　

〕

内
は
補
入
を
示
し
た
。
以
下
同
。）

師
子
舞
巻
数
、
強
不
レ
及
二
座
主
一
、
先
々
私
ニ
〔
所
〕
二
安
置
一
也
、
可
レ
給
之
由

申
間
、
給
之
由
執
行
代
申
レ
之

世
上
の
動
乱
に
連
動
し
て
起
こ
っ
た
師
子
一
座
内
部
の
混
乱
に
よ
っ
て
、
毎
年
二

月
に
行
わ
れ
る
は
ず
の
「
御
祈
師
子
」
が
大
幅
に
遅
れ
て
四
月
に
入
っ
て
か
ら
執
り

行
わ
れ
る
。
座
主
に
進
上
す
る
巻
数
を
顕
聖
は
用
意
す
る
も
の
の
、
上
表
が
あ
っ
た

た
め
手
元
に
残
し
て
い
る
。
一
六
日
に
通
達
が
あ
り
、
顕
詮
は
顕
聖
に
進
上
す
る
よ

う
指
示
を
下
す
。
こ
の
例
を
み
て
も
、
師
子
舞
は
執
行
の
指
示
の
も
と
、
執
行
代
が

中
心
と
な
っ
て
執
り
行
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
念
仏
小
頭
・
大
頭

の
頭
人
が
欠
け
た
際
の
代
行
な
ど
も
執
行
代
の
職
分
と
さ
れ
て
い
る⑩
。前
述
の
通
り
、

正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
は
顕
聖
が
執
行
代
・
一
公
文
代
を
兼
任
す
る
が
、
祇
園
社
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「
社
家
記
録
」
の
中
で
顕
聖
以
外
に
兼
任
例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、宮
籠
職
の
任
料
が

「
一
公
文
執
行
代
両
職
分
三
法
各
五
百
文
可
取
之
処
、
同
歎
申
間
免
レ
之
、」（
正
平
七

年
〈
一
三
五
二
〉
五
月
一
八
日
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
的
に
一
公
文
・
執
行
代
そ
れ

ぞ
れ
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
例
を
鑑
み
る
と
、
別
個
の
職
と
認
識
さ
れ

て
い
た
。

ま
た
、
顕
聖
は
顕
詮
と
の
深
い
結
び
つ
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
他
は
必
ず
し
も
同

時
代
の
執
行
の
門
弟
で
は
な
く
、
補
任
権
が
執
行
に
あ
っ
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

第
二
節　

公
文

さ
て
、
時
に
執
行
代
が
兼
ね
た
公
文
に
つ
い
て
確
認
し
た
い⑪
。
野
地
氏
は
、
公
文

は
公
文
所
の
役
人
と
し
て
政
所
の
政
務
の
中
核
を
担
っ
て
い
た
こ
と
、
一
公
文
は
本

来
執
行
が
兼
任
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
代
官
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
公
文
代
、も
し
く
は
そ
の
ま
ま
一
公
文
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、三
枝
氏
は
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
の
宥
存
請
文
を
取
り
上
げ
て
一
公
文
職
補

任
と
八
月
番
仕
の
奉
行
が
ほ
ぼ
同
義
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る⑫
。

祇
園
社
「
社
家
記
録
」
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
中
に
は
、一
公
文
に
関
す
る
記
載

は
な
い
が
、
八
月
番
仕
に
関
す
る
や
り
取
り
が
み
ら
れ
る
。

﹇
史
料
４
﹈
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
七
月
一
二
日
条

八
月
番
仕
事
、
治
部
法
橋
仙
舜
就
二
望
申
一
、
両
三
日
問
答
、
如
二
去
年
一
今
月
中

十
三
貫
分
可
二
究
済
一
之
由
領
状
、
仍
今
日
且
三
貫
文
〈
請
取
給
レ
之
〉、
沙
汰
之

間
、
宛
文
給
レ
之
、
則
請
文
出
レ
之
、
所
詮
十
三
貫
文
〈
除
二
八
講
布
施
一
、〉
内
、

今
日
三
貫
、
廿
日
以
前
五
貫
、
卅
日
以
前
ニ
五
貫
、
若
雖
レ
為
二
一
貫
一
令
レ
未
レ
進

者
、
被
レ
改
二
替
番
仕
一
之
時
、
不
レ
可
レ
申
二
子
細
一
之
由
請
文
有
レ
之
、

治
部
法
橋
仙
舜
が
八
月
番
仕
を
望
む
の
に
対
し
、
昨
年
同
様
七
月
中
に
一
三
貫
文

を
完
済
し
た
折
に
は
、
番
仕
に
任
じ
、
一
貫
で
あ
っ
て
も
未
進
の
折
は
番
仕
を
別
人

に
替
え
る
も
の
と
約
す
。
こ
れ
に
よ
り
仙
舜
は
八
月
番
仕
を
奉
行
す
る
。

問
題
と
な
る
の
は
次
年
、応
安
五
年
（
一
三
七
二
）
の
八
月
番
仕
職
で
あ
る
。
仙
舜

は
公
用
の
納
入
を
遅
滞
し
た
。
代
っ
て
快
栄
の
後
家
が
八
月
番
仕
を
所
望
し
、
公
用

を
納
入
。
社
家
雑
掌
で
あ
り
御
師
法
師
代
官
で
あ
っ
た
実
清
加
判
の
請
取
を
発
行
す

る⑬
。
こ
れ
に
よ
り
、
八
月
番
仕
は
快
栄
後
家
に
決
定
し
、
尼
公
の
た
め
番
仕
部
屋
を

管
領
す
る⑭
。
こ
れ
に
対
し
、
仙
舜
は
、
八
幡
殿
す
な
わ
ち
足
利
義
満
生
母
紀
良
子
の

状
に
よ
り
八
月
番
仕
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
を
行
う
。
顕
詮
方
番
仕
代
で
あ
る
快
栄

後
家
も
番
仕
部
屋
を
退
出
せ
ず
、共
に
奉
行
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
混
乱
の
中
で
、

別
当
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
の
が
次
の
記
事
で
あ
る
。

﹇
史
料
５
﹈
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
応
安
五
年
（
一
三
七
二
）
八
月
一
日
条

就
二
八
月
番
仕
事
一
、
予
参
二
別
当
一
申
次
二
位
法
印
教
祐
、
重
々
問
答
、
顕
聖
譲

状
条
、
仙
舜
、
乗
秀
請
文
、
又
仙
舜
起
請
文
、
岡
崎
座
主
時
綸
旨
案
進
二
置
之
一
、

所
詮
、
於
二
仙
舜
一
者
、
不
レ
帯
二
一
紙
證
文
一
之
上
、
公
文
代
官
所
二
望
請
文
一
之

間
、
一
旦
仰
付
計
也
、
加
レ
之
、
仙
舜
背
二
請
文
一
、
公
用
不
法
之
間
、
仰
二
含
乗

秀
一
之
段
、
請
文
又
分
明
也
、
其
後
又
進
二
大
師
勧
請
告
文
一
之
間
、
仰
付
之

〔
間
〕、
近
日
為
二
代
官
一
番
仕
職
、
公
用
沙
汰
之
処
、
今
年
依
二
公
用
秘
計
難
儀
一

辞
退
之
間
、
仰
二二
付
他
人
一
之
処
、
成
二
競
望
思
一
、
為
二
代
官
身
一
忽
成
レ
敵
、
対
二

出
所
望
之
義
一
、
奇
怪
次
第
也
、
而
御
許
容
之
条
、
難
レ
堪
之
由
申
レ
之
、
如
二
別
当

被
レ
仰
之
一
者
、
大
段
一
公
文
職
別
当
計
所
職
也
、
而
令
レ
隠
二
密
之
一
、
日
頃
領
知

之
条
不
レ
可
レ
然
、
所
詮
、
至
二
今
日
一
、
仙
舜
者
雖
レ
為
二
代
官
一
、一
公
文
当
知
行

義
也
、
番
仕
又
為
二
彼
得
分
一
之
上
者
、
仰
二

付
他
人
一
之
条
、
無
レ
謂
之
由
仙
舜
申
レ

之
、
非
レ
無
二
其
謂
一
歟
、
然
而
以
二
別
当
口
入
義
一
、
彼
番
仕
仰
二

付
仙
舜
一
者
、

可
レ
為
二
無
為
道
一
歟
云
々
、（
後
略
）

仙
舜
に
八
月
番
仕
を
仰
せ
付
け
て
い
た
の
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
仙
舜
自
身

が
公
用
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
ず
請
文
に
背
い
た
の
で
無
効
で
あ
る
と
い
う
顕
詮
の

主
張
に
対
し
、
そ
も
そ
も
一
公
文
職
は
別
当
に
補
任
権
が
あ
る
と
し
、
八
月
番
仕
が

同
様
に
一
公
文
の
得
分
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
を
他
人
に
仰
せ
付
け
る
顕
詮
を
仙
舜
が



九

南
北
朝
期
に
お
け
る
祇
園
社
社
内
組
織

1195

批
難
し
、
こ
れ
を
受
け
て
番
仕
を
仙
舜
に
仰
せ
付
け
た
こ
と
が
判
る
。

八
月
五
日
条
に
「
一
公
文
職
、
自
二
別
当
一
有
下
被
レ
下
二
補
任
状
一
例
上
、
就
レ
中
顕
聖

法
眼
徳
治
補
任
案
文
記
六
出
現
〈
仙
舜
出
レ
之
歟
〉」
と
仙
舜
が
徳
治
年
間
（
一
三
〇
六

―
一
三
〇
七
）
に
顕
聖
に
対
す
る
補
任
状
を
別
当
に
対
し
て
提
出
し
て
い
た
こ
と
が
記

さ
れ
る
。
顕
聖
は
静
晴
が
執
行
で
あ
っ
た
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）、
正
平
七
年

（
一
三
五
二
）
と
も
に
一
公
文
と
し
て
確
認
さ
れ
、連
続
し
た
も
の
か
否
か
は
不
明
な
が

ら
五
十
年
近
く
に
わ
た
っ
て
一
公
文
に
就
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
加
え
て
顕
聖
没

後
、
正
式
に
別
当
に
よ
り
補
任
さ
れ
た
様
子
が
見
ら
れ
ず
、
顕
詮
の
認
識
で
は
、「
此

事
為
二
顕
詮
相
伝
所
職
一
之
間
、
当
月
番
仕
昨
日
管
領⑮
」
し
た
と
い
う
。
以
後
顕
詮
が

八
月
番
仕
を
奉
行
者
を
定
め
て
い
た
よ
う
に
、
既
に
社
家
側
が
自
由
に
差
配
し
て
い

た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
応
安
五
年
（
一
三
七
二
）
は
最
終
的
に
社
家
が
推
挙
し
た
便

宜
の
権
官
を
別
当
よ
り
補
任
す
る
こ
と
で
決
着
が
つ
く
が
、
三
枝
氏
が
至
徳
二
年
の

官
宣
旨
に
お
い
て
六
月
番
仕
職
と
共
に
一
公
文
補
任
権
も
ま
た
安
堵
を
要
請
し
た
と

す
る
よ
う
に⑯
、顕
詮
・
顕
深
の
時
代
に
段
階
的
に
別
当
補
任
の
職
か
ら
の
離
脱
を
図
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
の
一
公
文
・
八
月

番
仕
請
文
に
次
の
よ
う
に
現
れ
る
。

﹇
史
料
６
﹈
公
文
所
快
運
請
文⑰

祇
園
社
一
公
文
并
八
月
番
仕
等
請
文
之
事

右
一
公
文
職
・
八
月
番
仕
者
、
社
家
御
管
領
之
事
候
之
間
、
快
運
仁
御
代
官
被
二

仰
付
一
候
条
畏
存
候
、
次
ニ
八
月
御
公
用
拾
四
貫
五
百
文
之
内
、
七
月
中
ニ
拾
貫

文
、
残
肆
貫
五
百
文
、
八
月
八
日
以
前
可
二
進
上
申
一
候
、
次
番
仕
振
舞
壱
貫
文
、

申
続
五
百
文
、
可
レ
致
二
其
沙
汰
一
候
、
但
社
家
様
ヘ
不
法
緩
怠
之
儀
候
者
、
雖
二

何
時
候
一
被
二
召
放
一
、
余
人
仁
可
レ
被
二
仰
付
一
候
、
其
時
不
レ
可
レ
及
二
異
儀
一
候
、

仍
而
請
文
之
状
如
レ
件
、

　
　
　

嘉
吉
元
年
十
月
九
日　
　
　

公
文
所
快
運

こ
こ
に
は
、
明
確
に
一
公
文
・
八
月
番
仕
を
と
も
に
社
家
の
管
領
す
る
職
と
し
て

お
り
、
顕
詮
の
時
代
萌
芽
し
た
社
家
に
よ
る
一
公
文
補
任
は
こ
こ
に
結
実
し
た
と
み

て
よ
い
。

さ
て
、二
公
文
以
下
の
職
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
正

月
一
日
条
に
は
、
末
公
文
を
治
定
し
た
際
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

﹇
史
料
7
﹈
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
正
月
一
日
条

末
公
文
今
日
治
定
□
□
□
□
□
□
□
□
得
分
可
二
相
計
一
之
由
、
自
二
一
公
文
許
一

申
之
間
、
於
二
一
公
文
一
者
、
自
レ
元
無
二
相
違
一
、二
公
文
治
部
都
維
那
仙
舜
、
三

公
文
権
大
別
当
玄
覚
、
是
又
吉
書
時
治
定
了
、
四
〈
卿
阿
闍
梨
晴
厳
〉
五
〈
筑

前
少
別
当
朝
秀
〉
六
〈
壱
岐
房
玄
応
〉
七
〈
駿
川
房
聖
快
〉
可
レ
為
二
此
儀
一
之
由

返
事
了
、
是
皆
門
弟
也
、
此
外
長
門
房
者
依
レ
為
二
重
服
一
、
不
レ
及
レ
召
二
加
之
一
、

欠
損
の
た
め
読
解
が
困
難
で
あ
る
が
、
一
公
文
す
な
わ
ち
顕
聖
が
得
分
に
関
わ
る

こ
と
で
末
公
文
を
取
り
計
ら
う
べ
き
で
あ
る
と
申
し
入
れ
が
あ
り
、
も
と
よ
り
定

ま
っ
て
い
た
顕
聖
と
、
吉
書
始
の
際
に
治
定
し
て
い
た
二
公
文
仙
舜
、
三
公
文
玄
覚

以
外
の
四
〜
七
公
文
を
同
日
定
め
た
と
し
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
顕
詮
の
門
弟
で
あ
る

と
す
る
。
な
お
、
長
門
房
は
重
服
の
た
め
に
召
し
加
え
な
か
っ
た
と
特
記
さ
れ
る
の

で
、
こ
れ
も
ま
た
顕
詮
の
門
弟
と
考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。
野
地
氏
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
公
文
を
皆
門
弟
で
占
め
た
と
い
う
記
述
は
、
顕
詮
が
進
め
た
社
内
の
門
閥
化

を
検
討
す
る
上
で
も
見
逃
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
野
地
氏
は
二
〜
七
公
文
を

末
公
文
と
定
義
す
る
が
、氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
一
〜
三
公
文
が
政
所
下
文
に
別
当
・

社
務
執
行
と
と
も
に
署
名
を
し
、
祇
園
祭
馬
上
役
の
得
分
を
得
、
別
当
吉
書
に
立
ち

会
う
な
ど
四
以
下
の
公
文
と
は
明
確
に
異
な
る
位
置
づ
け
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
右

の
史
料
で
同
日
治
定
さ
れ
た
「
末
公
文
」
が
実
際
に
は
四
〜
七
公
文
で
あ
る
こ
と
を

考
え
合
わ
せ
る
と
、
末
公
文
と
は
四
〜
七
公
文
を
示
す
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
は

な
い
か
。

さ
て
、
四
〜
七
公
文
に
つ
い
て
は
、
一
〜
三
公
文
に
対
し
て
史
料
上
の
制
約
が
あ

り
、
そ
の
様
相
が
計
り
が
た
い
。
わ
ず
か
に
そ
の
様
相
を
伝
え
る
の
が
次
の
史
料
で
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あ
る
。

﹇
史
料
8
﹈
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
一
〇
月
八
日
条

今
日
烈
参
衆
可
レ
増
之
由
面
々
申
之
間
、
自
二
昨
日
一
申
二
談
執
行
一
之
処
、
公
文

悉
可
レ
出
之
由
觸
レ
之
、
一
公
文
顕
聖
法
眼
所
労
之
間
不
レ
出
、
公
文
六
人
、
又
此

間
烈
参
衆
三
人
、已
上
九
人
領
状
、但
二
公
文
咸
宗
法
眼
依
二
指
合
一
不
レ
出
云
々
、

但
馬
阿
闍
梨
秀
春　

上
野
阿
闍
梨
円
朝　

伊
予
阿
闍
梨
安
晴　

卿
権
大
別
当

〈
祖
父
代
〉　

長
門
大
別
当

憲
〈
父

春
代
〉、〈
已
上
今
日
始
衆
、〉

大
進
権
別
当
親
尊　

備
前
都
維
那
聖
円　

遠
江
阿
闍
梨　
〈
已
上
三
人
此
間

衆
、〉

雑
掌
良
詮　

詮
祐　

宮
仕
四
人
〈
自
二
社
家
一
同
催
レ
之
〉

綿
座
神
人
相
論
に
お
い
て
、
公
文
は
悉
く
列
参
す
る
よ
う
執
行
静
晴
よ
り
通
知
さ

れ
、
病
中
で
あ
っ
た
顕
聖
と
差
し
さ
わ
り
の
あ
っ
た
二
公
文
咸
宗
法
眼
の
他
六
名
が

参
加
す
る
。
文
脈
上
「
今
日
始
衆
」
で
あ
る
六
名
は
三
〜
七
公
文
、
ま
た
は
そ
の
代

理
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
、
執
行
の
指
揮
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
て
静
晴
執
行
時
の
右
の
公
文
の
う
ち
、
卿
権
大
別
当
晴
厳
や
、
長
門
大
別
当

憲
が
顕
詮
の
門
弟
で
あ
り
、﹇
史
料
7
﹈
の
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
の
よ
う
に
公
文

を
門
弟
に
て
占
め
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
を
勘
案
す
る
と
、
正
平
七
年

（
一
三
五
二
）
前
後
に
、
顕
詮
が
旧
来
よ
り
極
端
な
形
で
社
内
の
要
職
を
自
ら
の
門
閥

に
て
占
め
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

第
三
節　

小
綱

前
述
し
た
よ
う
に
、
公
文
に
つ
い
て
は
、
一
〜
三
公
文
以
外
の
史
料
に
乏
し
い
。

一
〜
七
公
文
の
み
で
公
文
所
が
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
他
に
構
成
員
が
い
る

の
か
明
確
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
三
枝
氏
は
「
少
別
当
が
公
文
所
に
組
織

さ
れ
る
場
合
に
「
小
綱
」
と
呼
ば
れ
る
」
例
が
あ
る
と
す
る⑱
。
確
か
に
、
小
綱
と
呼

ば
れ
る
人
物
は
少
別
当
に
限
ら
れ
、﹇
史
料
7
﹈
か
ら
は
五
公
文
と
し
て
筑
前
少
別
当

朝
秀
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
公
文
所
に
組
織
さ
れ
る
少
別
当
が
小
綱
と
呼
ば
れ

る
と
は
解
し
が
た
い
の
が
以
下
の
史
料
で
あ
る
。

﹇
史
料
9
﹈
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
八
月
六
日
条

行
二
執
行
許
一
、
酒
肴
料
三
貫
持
向
了
、
酒
有
レ
之
、
昨
日
到
来
問
状
、
別
当
宣

見
知
之
処
、
先
度
社
家
請
文
申
二
子
細
一
、
又
可
二
注
進
一
所
云
々
、
就
レ
之
最
初

所
見
〈
元
久
下
文
〉
者
、
相
二
副
社
家
一
進
二
覧
之
一
、
当
時
備
二
進
所
見
一
者
、
可
レ

為
二
何
事
一
哉
之
由
申
之
間
、公
文
所
〈
当
時
七
人
歟
、〉

小
綱
三
人
、承
仕
三

人
、
宮
仕
兄
部
御
節
句
等
、
神
供
者
可
二
存
知
一
之
上
者
取
二
注
進
一
可
レ
被
レ
備
二

所
見
一
之
状
之
由
申
間
、
尤
有
二
其
謂
一
之
由
申
レ
之
、
符
案
治
定
、（
後
略
）

綿
座
神
人
相
論
の
中
で
、
本
座
側
よ
り
提
出
さ
れ
た
御
節
句
奉
行
教
晴
の
状
に
対

し
て
、
御
節
句
に
つ
い
て
よ
く
存
じ
て
い
る
、
公
文
所
・
小
綱
・
承
仕
・
宮
仕
兄
部

に
注
進
さ
せ
る
。
同
じ
く
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
八
月
七
日
条
に
お
い
て
も
「
神
人

事
公
文
所
小
綱
等
注
進
案
文
到
来
」
と
同
じ
く
公
文
所
と
小
綱
が
併
記
さ
れ
る
。
以

上
の
史
料
に
お
い
て
は
、
公
文
所
と
は
一
〜
七
公
文
を
指
し
、
小
綱
は
そ
の
下
位
に

組
織
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
確
か
に
小
綱
と
さ
れ
る
人
物
は
い
ず
れ
も

少
別
当
位
に
あ
る
も
の
の
、正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
の
五
公
文
筑
前
少
別
当
朝
秀
は

小
綱
と
し
て
名
前
が
挙
が
る
こ
と
は
な
く
、
別
組
織
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

小
綱
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
は
、
稲
葉
伸
道
氏
が
東
大
寺
の
小
綱
は
公
人
と
は
区

別
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
な
が
ら
も
、
年
貢
未
進
の
譴
責
、
罪
科
人
の
庄
内
か
ら
の
追

放
、
住
宅
破
却
、
放
火
な
ど
の
検
断
に
従
事
す
る
な
ど
、
そ
の
職
掌
は
ほ
と
ん
ど
変

わ
り
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
が⑲
、
祇
園
社
に
お
け
る
小
綱
は
少
別
当
位
に
任
じ

ら
れ
、「
祇
園
社
僧
注
進
状
」
に
も
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら⑳
、
社
僧
と
し
て
定
義
し

て
よ
さ
そ
う
で
あ
る㉑
。

さ
て
、「
小
綱
」
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
記
載
が
次
の
史
料
で
あ
る
。

﹇
史
料
10
﹈
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
一
一
月
二
〇
日
条

備
中
阿
闍
梨
禅
照
弟
子
備
後
房
栄
極
入
二
小
綱
一
、
社
家
分
任
料
壱
貫
文
、
今
日
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沙
二
汰
之
一
、
此
□
□
酒
肴
事
、
今
年
以
外
疲
労
〔
可
レ
有
二
御
免
一
之
由
雖
レ
申
レ

之
不
レ
免
之
間
、
酒
肴
沙
汰
了
、〕

備
中
阿
闍
梨
禅
照
と
は
、
少
別
当㉒
で
小
綱
と
も
呼
ば
れ
る
人
物
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
「
小
綱
」
に
「
入
」
る
と
、
あ
た
か
も
小
綱
が
一
つ
の
集
団
で
あ
る
か
の
よ
う
に

読
み
取
れ
る
。
こ
う
し
た
小
綱
の
役
と
し
て
、例
え
ば
「
祇
園
社
番
仕
次
第㉓
」
に
「
五

月　

小
綱
衆
廻
番
、為
二
請
切
一
六
貫
執
行
ヘ
進
納
、」
と
あ
る
よ
う
に
、五
月
番
仕
が

挙
げ
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
三
枝
氏
が
少
別
当
職
補
任
と
五
月
番
氏
所
役
納
入
は
一
体
の
も
の
で

あ
っ
た
と
す
る
が㉔
、
少
別
当
職
に
つ
く
こ
と
は
、
多
く
は
小
綱
に
入
る
こ
と
を
意
味

し
た
。
僧
位
を
限
定
し
た
番
仕
奉
行
権
が
他
に
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
小
綱
は

少
別
当
位
の
社
僧
に
よ
り
組
織
さ
れ
、
社
内
で
特
定
の
職
掌
を
担
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

五
月
番
仕
の
他
に
は
、
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
四
月
宮
川

保
の
役
で
あ
る
神
祭
の
僧
膳
料
未
納
の
問
題
に
つ
い
て
、
小
綱
で
あ
る
慶
増
や
禅
照
、

円
智
が
顕
詮
に
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、「
感
神
院
政
所
返
抄㉕
」
や

専
当
補
任
状
が㉖
少
別
当
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
感
神
院
政
所
の

下
位
に
位
置
し
、
公
役
・
年
貢
に
関
す
る
収
納
な
ど
の
実
務
を
担
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

さ
ら
に
、﹇
史
料
６
﹈
に
お
い
て
、
栄
極
は
禅
照
の
弟
子
で
あ
る
た
め
、
小
綱
に
入

る
と
す
る
点
に
も
注
目
さ
れ
る
。
他
に
も
少
別
当
位
に
あ
る
も
の
が
弟
子
を
も
っ
た

こ
と
を
示
す
資
料
は
散
見
さ
れ
る㉗
。
少
別
当
と
い
う
下
位
の
社
僧
は
、
紀
氏
一
族
と

は
異
な
る
門
閥
を
独
自
に
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
正
平
七
年

（
一
三
五
二
）
小
綱
で
あ
っ
た
伯
耆
少
別
当
慶
増
は
、同
時
に
静
晴
の
門
弟
で
も
あ
り
、

紀
氏
一
族
の
門
弟
と
い
う
関
係
も
同
時
に
、
あ
る
い
は
別
個
に
結
ん
で
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

小
括

以
上
、
社
僧
の
う
ち
、
執
行
の
管
轄
下
に
お
い
て
感
神
院
政
所
の
中
核
と
な
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
、
執
行
代
、
公
文
、
小
綱
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
南
北
朝
期
頃

に
は
社
僧
を
執
行
代
と
し
て
置
く
こ
と
が
定
着
し
、
執
行
の
代
官
を
務
め
る
一
方
、

芸
能
や
仏
事
な
ど
で
は
一
定
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
公
文
は

一
〜
七
公
文
ま
で
お
り
、
一
公
文
・
一
公
文
代
は
別
当
に
補
任
権
が
あ
っ
た
。
顕
詮

の
時
代
に
は
一
公
文
と
共
に
任
じ
ら
れ
た
八
月
番
仕
を
中
心
に
、
別
当
の
指
示
を
仰

が
な
い
こ
と
が
慣
例
化
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
い
ま
だ
別
当
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。

顕
詮
は
執
行
に
補
任
権
が
あ
っ
た
ら
し
き
二
以
下
の
公
文
に
つ
い
て
は
、
正
平
七
年

（
一
三
五
二
）
顕
詮
の
門
弟
で
占
め
ら
れ
る
。
一
方
、
下
位
の
社
僧
で
あ
る
少
別
当
に

よ
り
組
織
さ
れ
る
小
綱
は
、
紀
氏
一
族
の
門
閥
で
は
な
く
、
少
別
当
間
の
師
弟
関
係

に
よ
り
任
じ
ら
れ
て
い
た
。

社
僧
は
公
文
・
小
綱
に
任
じ
ら
れ
る
も
の
の
み
で
は
な
い
が
、
感
神
院
政
所
の
中

核
は
、執
行
の
指
揮
の
も
と
（
執
行
代
）
公
文
―
小
綱
で
組
織
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

第
二
章　

本
寺
僧
の
代
官

第
一
節　

別
当
代

三
枝
氏
に
よ
る
と
、
祇
園
社
は
延
暦
寺
の
末
社
で
あ
り
、
祇
園
社
経
営
に
関
し
て

延
暦
寺
座
主
一
代
に
つ
き
、
座
主
出
身
の
門
跡
執
事
が
補
任
さ
れ
る
別
当
と
、
門
跡

門
徒
か
ら
選
ば
れ
る
目
代
が
置
か
れ
た
。
別
当
は
対
外
的
に
祇
園
社
の
最
高
管
理
者

と
し
て
み
な
さ
れ
、
目
代
は
座
主
・
別
当
の
命
令
を
執
行
以
下
の
末
社
の
僧
に
徹
底

化
さ
せ
て
い
く
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
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祇
園
社
内
に
お
い
て
別
当
に
様
々
な
得
分
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
貞
和
三
年

（
一
三
四
七
）「
静
晴
別
当
得
分
注
進
案㉘
」
な
ど
に
よ
り
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
は
社
内
・

諸
社
領
・
末
社
・
神
人
や
諸
役
よ
り
生
じ
る
得
分
を
微
細
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

別
当
が
祇
園
社
か
ら
得
て
い
た
得
分
が
知
ら
れ
る
。
中
で
も
注
目
し
た
い
の
が
、「
番

仕
〈
正
月
、
二
月
、
六
月
、
但
当
月
者
修
理
料
足
也
〉」
と
あ
る
、
祇
園
社
内
に
お
け

る
番
仕
の
得
分
で
あ
る
。
三
枝
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
番
仕
は
散
銭
な
ど
に
よ
り

拝
殿
の
管
理
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
各
月
の
番
仕
次
第
は
各
々
の
得
分
を
定
め
る
重

要
事
項
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
関
連
す
る
文
書
も
複
数
残
さ
れ
て
い
る㉙
。

年
に
よ
る
差
異
が
あ
る
と
は
い
え
、
別
当
が
番
仕
を
得
分
と
し
て
い
た
こ
と
は
明

白
で
あ
る
が
、
番
仕
は
同
時
に
社
殿
の
管
理
・
神
供
な
ど
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
山

門
に
住
し
、
祇
園
社
に
直
接
出
向
く
こ
と
な
ど
殆
ど
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
別
当
自
身

が
そ
れ
ら
を
奉
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
代
わ
っ
て
実
務
を
取
り

仕
切
っ
て
い
た
の
が
別
当
代
で
あ
る
。
祇
園
社「
社
家
記
録
」正
平
七
年（
一
三
五
二
）

条
か
ら
も
別
当
代
で
あ
る
快
栄
が
毎
月
の
朔
幣
な
ど
正
月
・
二
月
番
仕
「
役
」
と
さ

れ
て
い
る
も
の
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る㉚
。
ま
た
こ
の
別
当
代
の
得
分
に

つ
い
て
記
さ
れ
た
の
が
次
の
史
料
で
あ
る
。

﹇
史
料
11
﹈
別
当
代
官
春
照
年
中
得
分
注
文
案㉛

　

祇
園
社
々
僧
丹
後
法
橋
春
照
為
二
座
主
別
当
之
代
官
一
得
分
仕
間
事

一
、正
二
月
六
十
ヶ
日
番
仕
請
料
〔
外
得
分
五
十
貫
文
、但
可
レ
有
二
増
減
一
歟
、〕

一
、
誦
経
年
中
公
用
〔
外
得
分
可
レ
有
二
一
二
結
一
歟
〕

一
、
日
御
神
供
一
続
〈
社
恩
〉

一
、
三
公
文
得
分
一
貫
文
〈
社
恩
〉

　
　
　
　

已
上

　
　
　

文
安
元
年
六
月　

日

「
祇
園
社
社
僧
」で
あ
る
丹
後
法
眼
春
照
が
別
当
代
官
と
し
て
正
二
月
六
十
ヶ
日
番

仕
請
料
な
ら
び
に
そ
の
他
の
得
分
を
受
領
し
て
い
る
例
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
春

照
は
同
時
に
三
公
文
も
務
め
た
よ
う
で
、
こ
の
得
分
も
得
て
い
た
ら
し
い
。

第
二
節　

目
代
々

さ
て
、
番
仕
得
分
は
目
代
に
も
配
分
さ
れ
て
お
り32
、「
感
神
院
番
仕
次
第
」
に
「
目

代
得
分　

代
官
ア
リ
〈
夏
一
後
戸
、
酒
有
、〉」
と
あ
る
よ
う
に
目
代
の
社
内
権
益
の

た
め
に
代
官
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。

﹇
史
料
12
﹈
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
七
月
五
日
条
カ

次
社
領
往
反
商
人
分
料
者
、
十
二
月
上
十
五
ヶ
日
目
代
取
レ
之
、
下
十
五
日
執
行

取
レ
之
者
、
往
古
例
也
、
而
先
朝
御
代
諸
商
人
公
事
勅
免
之
時
、
有
二
御
沙
汰
一

被
二
停
止
一
了
、〈
時
執
行
顕
詮
〉
自
尓
以
降
、
一
向
不
レ
及
二
沙
汰
一
者
也
、
而
目

代
々
社
僧
幸
有
阿
闍
梨
、
近
日
彼
上
分
背
レ
法
之
条
、
曾
無
二
先
例
一
、十
二
月
給

レ
取
之
事
、
以
往
猶
無
二
其
例
一
、
別
当
御
房
御
悪
名
歟
、
可
レ
被
二
停
止
一
之
由
申

之
処
、
忩
可
二
停
止
一
由
、
可
レ
被
レ
仰
二
幸
有
一
云
々
、

社
領
徃
反
商
人
上
分
料
に
つ
い
て
は
旧
来
一
二
月
上
一
五
日
は
目
代
、
下
一
五
日

が
執
行
の
得
分
で
あ
っ
た
も
の
を
先
朝
に
お
い
て
停
止
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

目
代
々
で
あ
っ
た
幸
有
が
押
領
し
た
こ
と
が
問
題
に
な
る33
。
前
に
落
丁
が
あ
り
、
文

意
が
取
り
づ
ら
い
が
、
顕
詮
と
別
当
と
の
や
り
取
り
か
と
思
わ
れ
る
。
社
僧
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
本
寺
の
得
分
と
な
る
事
柄
に
つ
い
て
は
執
行
の
命
を
聞
か
な
い
こ

と
が
ま
ま
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

目
代
の
祇
園
社
に
お
け
る
得
分
を
検
討
す
る
う
え
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
祇
園
社

「
社
家
記
録
」
に
み
ら
れ
る
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
に
生
じ
た
「
検
断
屋
」
の
処
分

に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。

﹇
史
料
13
﹈
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
九
月
七
日
条

検
断
屋
今
日
壊
レ
之
、〔
先
〕
相
二
触
目
代
々
幸
有
阿
闍
梨
一
之
処
、
使
者
出
レ
之
、

社
家
〈
成
祐
〉
寄
方
朝
乗
以
下
専
当
・
宮
仕
罷
向
、
任
レ
例
自
棟
外
者
社
家
方
取
レ

之
、
自
棟
後
者
目
代
使
取
レ
之
、
社
家
分
已
車
一
両
取
之
後
、
正
目
代
般
若
院
同
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宿
中
般
若
輔
阿
闍
梨
光
俊
許
ヨ
リ
使
者
来
、
可
レ
進
二
使
者
一
之
処
、
不
レ
被
二
相

待
一
被
二
壊
取
一
之
条
、
無
レ
謂
者
也
、
其
上
〔
去
年
七
月
〕
百
度
大
路
西
頬
陰
陽

師
屋
壊
取
之
条
、
等
分
ニ
分
畢
、
棟
ヲ
別
事
為
二
非
儀
一
云
々
、〔
返
答
云
〕
此
段

不
レ
得
二
其
意
一
、
為
二
目
代
一々
之
間
、〔
昨
日
〕
検
封
時
相
触
之
由
、
幸
有
相
二

副
使
者
一
致
二
其
沙
汰
一
了
、
仍
今
日
壊
時
、
又
相
副
彼
使
者
〈
同
人
〉
令
二
承

諾
一
壊
了
、
難
レ
存
二
知
之
一
、
幸
有
出
二
使
者
一
事
不
レ
可
レ
然
者
、
彼
輩
ニ
可
被
二

問
答
一
之
由
返
答
了
、（
後
略
）

取
り
壊
し
た
後
の
材
木
を
巡
っ
て
社
家
と
目
代
と
間
に
諍
い
が
生
じ
る
。
検
断
屋

の
取
り
壊
し
を
始
め
、
す
で
に
棟
外
の
車
一
両
分
ほ
ど
の
木
材
を
社
家
方
が
取
り
終

わ
っ
た
後
、
目
代
で
あ
る
般
若
院
昌
舜
の
同
宿
で
あ
る
中
般
若
輔
阿
闍
梨
光
舜
よ
り

社
家
に
対
し
て
使
者
が
至
り
、
非
難
す
る
。
顕
詮
側
は
目
代
々
で
あ
る
幸
有
を
通
じ

て
通
達
を
し
て
い
る
と
す
る
も
の
の
、
合
意
に
い
た
ら
な
い
。
八
日
に
は
、
詮
祐
を

中
般
若
に
遣
わ
し
、「
目
代
々
幸
有
僻
事
」
で
あ
る
と
申
し
入
れ
を
す
る
。
こ
れ
に
対

す
る
光
舜
の
反
応
が
以
下
の
通
り
。

﹇
史
料
14
﹈
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
九
月
八
日
条

成
祐
越
二
坂
本
一
、
此
事
可
レ
被
レ
仰
二
般
若
院
一
之
由
、
申
二
遣
南
岸
許
一
了
、
則

以
二
大
蓮
房
一
申
二二
遣
般
若
院
一
之
処
、
幸
有
者
社
内
少
事
自
然
奉
行
也
、
如
レ
此

相

之
条
不
レ
可
レ
然
推
参
儀
也
、
向
後
不
レ
可
二
相
綺
一
、
如
レ
此
事
之
条
可
二
領

状
一
、又
諸
事
向
後
可
レ
被
レ
談
二
中
般
若
一
之
由
、可
レ
被
レ
仰
二
社
家
一
之
由
申
レ
之
、

返
答
無
為
悦
入
之
由
、
自
二
南
岸
一
返
答
、

幸
有
、
す
な
わ
ち
目
代
々
の
職
分
を
、「
社
内
少
事
」
と
し
、
本
件
に
関
わ
る
こ
と

は
さ
し
出
が
ま
し
い
振
る
舞
い
で
あ
る
と
す
る
。「
社
内
少
事
」と
は
番
仕
奉
行
や
馬

上
料
足
請
取
な
ど
恒
常
的
な
目
代
得
分
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
も

の
は
社
僧
で
は
な
く
目
代
自
身
に
よ
り
同
宿
が
携
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る34

第
三
節　

別
当
・
目
代
の
関
与

番
仕
に
関
し
て
も
自
ず
か
ら
職
分
の
限
界
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
別
当
・
目
代

に
代
わ
っ
て
番
仕
を
奉
行
し
て
い
た
と
は
い
え
、
別
当
・
目
代
は
す
べ
て
代
官
に
任

じ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
に
起
こ
っ
た
正
月
番
仕
得
分
の

中
か
ら
出
す
「
正
月
畳
料
足
」
を
め
ぐ
っ
て
顕
詮
と
別
当
の
間
で
議
論
が
起
こ
る
。

﹇
史
料
15
﹈
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
正
月
二
〇
日
条

正
月
番
仕
役
内
畳
用
途
十
貫
文
事
、〔
以
二
良
詮
一
〕
申
二
目
代
許
一
之
処
、
以
二
力

者
一
可
レ
押
二
番
仕
一
之
由
申
之
間
、
予
又
罷
向
之
処
、
重
申
談
之
処
、
目
代
申
云
、

忩
可
二
沙
汰
一
之
由
、
申
二
遣
快
栄
許
一
之
処
、
為
二
六
月
番
仕
役
一
之
由
申
レ
之

云
々
、
予
又
為
二
正
月
年
始
畳
足
一
由
子
細
申
了
、
明
日
可
レ
申
二
入
別
当
御
房
一

云
々
、

﹇
史
料
16
﹈
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
正
月
二
一
日
条

正
月
番
仕
役
畳
用
途
十
貫
文
事
、
今
朝
以
レ
状
申
二
遣
目
代
許
一
之
処
、
昨
夕
召
二

幸
有
一
相
尋
之
処
、
有
二
申
旨
一
賜
二
使
者
一
可
レ
申
云
々
、
仍
遣
二
良
詮
一
之
処
、
仮

殿
時
沙
汰
始
レ
之
、
然
而
非
二
多
年
役
一
、
去
二
年
□
沙
汰
ハ
六
月
番
仕
役
也

云
々
、
此
上
給
二
目
安
一
召
二
調
快
栄
状
一
、
可
レ
申
二
別
当
御
房
一
云
々
、

﹇
史
料
17
﹈
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
正
月
二
二
日
条

正
月
番
仕
役
畳
用
途
拾
貫
事
、
申
二
談
前
執
行
静
晴
法
印
一
之
処
、
元
徳
以
来
、

為
二
正
月
番
仕
役
一
沙
汰
来
之
条
無
二
子
細
一
、
梶
井
殿
御
代
良
晴
法
印
社
務
時
難

渋
之
間
、
澄
春
法
印
時
公
文
為
二
支
証
一
申
二
成
院
宣
一
〔
之
間
〕、
無
二
相
違
一
沙

汰
了
〈
快
栄
番
仕
云
々
、〉
又
隆
静
法
印
社
務
代
〈
幸
有
番
仕
〉〔
去
々
年
〕
七

月
比
沙
汰
了
、
去
年
又
雖
レ
申
レ
之
、
依
二
世
上
動
乱
一
、
所
出
一
向
有
名
無
実
之

間
、
不
二
道
行
一
、
所
詮
被
レ
申
二
綸
旨
一
可
レ
有
二
沙
汰
一
歟
、
元
徳
綸
旨
者
紛
二
失

文
書
一
之
時
、
同
以
紛
失
了
、
良
晴
法
印
代
院
宣
又
無
二
左
右
一
難
二
選
出
一
、
若

自
二
別
当
一
被
二
尋
下
一
者
、
委
細
可
レ
申
云
々
、
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﹇
史
料
18
﹈
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
二
月
一
〇
日
条

社
頭
舗
設
料
足
事
、
昨
日
被
レ
尋
二
静
晴
法
印
一
之
由
目
代
申
之
間
、
今
日
以
二
仙

舜
一
尋
二
遣
静
晴
法
印
許
一
之
処
、
為
二
正
二
月
番
仕
役
一
哉
否
、
又
為
二
公
用
内
一

哉
之
由
被
レ
尋
レ
之
、
未
レ
申
二
請
文
一
、
此
事
仮
殿
造
営
之
時
、
別
当
得
分
、
番

仕
可
レ
被
レ
勘
落
一
之
由
雖
レ
有
二
御
沙
汰
一
、
以
二
別
儀
一
舗
設
料
足
計
可
二
沙
汰
一

之
由
治
定
了
、
而
澄
俊
法
印
社
務
之
時
難
渋
之
間
、
被
レ
下
二　

綸
旨
一
之
間
令
二

沙
汰
一
了
、
良
聖
法
印
社
務
之
時
、
又
無
沙
汰
之
間
、
申
二
成
座
主
宮
〈
梶
井
殿
〉

令
旨
一
之
間
、
同
沙
汰
了
、
去
々
年
又
年
始
無
沙
汰
之
間
、
就
二
訴
申
一
、
至
二
于

六
月
一
令
二
沙
汰
一
了
〈
番
仕
幸
有
〉、
是
等
趣
任
憲
可
二
注
進
一
云
々
、
為
二
公
用

内
一
哉
否
事
、
為
二
正
月
番
仕
役
一
之
上
者
、
為
二
公
用
内
一
之
条
無
二
子
細
一
歟
、

但
番
仕
奉
行
仁
与
二
別
当
一
可
レ
為
二
問
答
一
歟
、
同
此
趣
可
レ
申
云
々
、

元
徳
の
仮
殿
造
営
以
来
、
別
当
得
分
よ
り
支
出
す
る
と
定
め
ら
れ
た
「
正
月
畳
料

足
」
で
あ
る
が
、
納
入
し
な
い
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
社
家
側
は
綸
旨

や
訴
訟
を
以
て
対
応
し
、納
入
を
求
め
る
。
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
も
ま
た
同
じ
で
、

﹇
史
料
15
﹈
で
は
目
代
に
納
入
を
求
め
る
も
の
の
拒
ま
れ
、以
降
「
社
家
記
録
」
に
そ

の
様
子
が
書
き
留
め
ら
れ
る
。
下
坂
守
氏
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
社
家
と
の
や
り
取

り
に
も
っ
ぱ
ら
目
代
が
当
た
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
別
当
の
代
官
と
し
て

番
仕
奉
行
を
行
っ
て
い
た
別
当
代
な
ど
の
動
き
で
あ
る
。

﹇
史
料
15
﹈
で
は
目
代
昌
舜
は
番
仕
役
に
つ
い
て
、別
当
代
で
あ
る
快
栄
に
問
い
合

わ
せ
、
快
栄
の
六
月
番
仕
の
役
で
あ
る
と
の
返
答
を
顕
詮
に
返
答
す
る
。﹇
史
料
16
﹈

で
は
、
昌
舜
は
今
度
は
同
年
目
代
々
で
あ
っ
た
幸
有
を
召
し
て
子
細
を
尋
ね
た
と
し

て
、
再
び
六
月
番
仕
役
で
あ
る
と
の
返
答
を
す
る
。﹇
史
料
17
﹈﹇
史
料
18
﹈
の
中
で

前
執
行
静
晴
に
よ
り
先
例
が
紐
解
か
れ
る
中
で
、正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
時
別
当
代

で
あ
る
快
栄
と
、
目
代
々
で
あ
る
幸
有
は
、
複
数
回
に
及
ん
で
別
当
代
を
務
め
て
い

た
様
相
が
浮
上
す
る
。

こ
れ
ら
の
や
り
取
り
か
ら
は
、
①
番
仕
役
に
つ
い
て
納
入
が
な
さ
れ
な
い
際
、
執

行
は
別
当
代
で
は
な
く
目
代
に
直
接
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
、②
別
当
代
で
あ
っ
て
も
、

実
際
に
支
持
を
仰
ぐ
の
は
目
代
で
あ
る
こ
と
、
③
別
当
代
は
特
定
の
人
物
が
複
数
回

に
及
び
つ
く
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
判
る35
。

こ
う
し
た
別
当
代
の
補
任
権
に
つ
い
て
は
、
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
一
〇
月
条
に

詳
し
い
。
座
主
の
交
代
に
よ
り
、
別
当
・
目
代
・
執
行
な
ど
座
主
遷
代
の
諸
職
人
事

が
問
題
と
な
る36
。
一
〇
月
一
四
日
、
座
主
宣
下
が
下
る
や
否
や
、
顕
詮
は
目
代
職
・
冠

者
殿
・
誦
経
・
別
当
代
に
つ
い
て
四
条
隆
蔭
に
複
数
回
に
わ
た
っ
て
問
い
合
わ
せ
る
。

﹇
史
料
19
﹈
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
一
〇
月
二
五
日
条

別
当
代
事
、
西
大
路
被
レ
参
二
山
徒
一
望
申
之
間
、
被
レ
申
二
別
当
一
歟
、
幸
有
不
レ

可
レ
有
二
御
許
容
一
之
由
申
之
処
、
已
幸
有
事
令
二
口
入
一
之
趣
返
答
也
、

顕
詮
は
西
大
路
殿
す
な
わ
ち
四
条
隆
蔭
を
通
じ
て
幸
有
を
許
容
し
な
い
よ
う
別
当

に
申
し
入
れ
る
が
、
最
終
的
に
別
当
代
に
は
幸
有
が
就
い
た37
。
幸
有
は
隆
静
が
執
行

の
折
に
も
別
当
代
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り38
、
別
当
代
・
目
代
々
は
同
程
度
の
地
位
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
別
当
代
・
目
代
々
と
さ
れ
る
快
栄
、
幸
有
は
祇
園
社
の
社
僧
で
あ
り
な
が

ら
、
激
化
す
る
顕
詮
・
静
晴
の
対
立
関
係
の
中
で
、
ど
ち
ら
の
門
閥
に
属
し
て
い
た

様
子
も
見
え
な
い
。
快
栄
の
親
族
と
し
て
は
子
息
の
快
恵
、
幸
有
の
親
族
と
し
て
は

幸
誉
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
「
快
」「
幸
」
を
通
字
と
し
て
い
た
一
族
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
僧
位
が
法
眼
で
あ
る
人
物
が
多
く
、
快
恵
は
応
安
五

年
（
一
三
七
二
）
に
は39
執
行
代
を
務
め
る
な
ど
、社
内
で
は
紀
氏
一
族
に
次
ぐ
地
位
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
紀
氏
一
族
の
門
閥
争
い
と
は
一
定
距
離
を
置
き
な
が
ら
、

別
当
・
目
代
の
代
官
と
し
て
社
内
に
お
い
て
上
位
に
あ
っ
た
点
は
、
祇
園
社
内
の
組

織
構
造
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

と
こ
ろ
で
、
次
の
史
料
は
野
地
氏
・
三
枝
氏
が
社
僧
の
独
立
性
を
証
す
る
た
め
に

引
用
す
る
史
料
で
あ
る
。

﹇
史
料
20
﹈
祇
園
社
「
社
家
記
録
」
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
七
月
一
日
条



一
五

南
北
朝
期
に
お
け
る
祇
園
社
社
内
組
織
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夏
衆
丹
後
法
眼
快
恵
、
就
二
坂
本
仰
木
庄
事
一
、
可
レ
有
二
合
戦
一
之
間
、
座
主
青

蓮
院
御
門
徒
円
明
房
□
慶
相
語
之
間
、
尅
□
□
越
二
坂
本
一
、
仍
自
二
昨
日
一
不
レ

参
二
供
花
一
、
将
又
舎
弟
越
中
都
維
那
快
賢
同
為
二
夏
衆
一
之
処
、
同
二
道
舎
弟
一
之

間
、
不
□
□
□
□
□
□
□
所
要
退
出
、
安
堵
例
会
無
二
先
蹂
一
歟
、
自
由
至
希
代

珍
事
、
神
慮
難
レ
測
哉
、

近
江
国
仰
木
庄
を
巡
っ
て
青
蓮
院
門
徒
と
妙
法
院
門
徒
と
の
間
に
生
じ
た
合
戦

に
、夏
衆
で
あ
っ
た
快
恵
と
そ
の
舎
弟
で
あ
る
快
賢
が
参
加
す
る
た
め
途
中
で
抜
け
、

結
番
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
野
地
氏
は
社
僧
が
武
力
を
持
ち
合
わ
せ
、
独

自
の
活
動
を
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
三
枝
氏
は
社
僧
が
有
力
な
山
徒
と
の
結

び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
が40
、
快
恵
父
の
快
栄
が
別
当
代
で
あ
り
、
山
門
と

の
連
関
が
強
い
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

小
括

以
上
、
別
当
代
・
目
代
々
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
い
ず
れ
も
上
位
の
社
僧
よ
り
任

じ
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
別
当
・
目
代
な
ど
本
寺
僧
の
社
内
に
お
け
る
権
益
を
確
保
す

る
存
在
で
あ
り
、執
行
よ
り
も
山
門
の
意
向
に
従
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
上
位
の
社
僧
は
、
紀
氏
一
族
の
門
弟
で
あ
る
と
す
る
記
載
は
な
く
、
当
時
推

し
進
め
ら
れ
て
い
た
静
晴
・
顕
詮
に
よ
る
門
閥
化
と
は
関
わ
ら
な
い
存
在
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

南
北
朝
期
に
お
け
る
祇
園
社
の
社
内
組
織
に
つ
い
て
、
山
門
の
影
響
を
意
識
し
な

が
ら
、
個
々
の
職
に
着
目
す
る
こ
と
で
組
織
構
造
を
捉
え
な
お
し
た
。
従
来
、
静
晴

一
族
・
顕
詮
一
族
の
対
立
関
係
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
社
僧
で
あ
り

な
が
ら
紀
氏
一
族
と
は
関
わ
ら
な
い
門
閥
を
形
成
し
て
い
た
小
綱
や
、
執
行
を
通
さ

ず
に
別
当
・
目
代
の
指
示
を
直
接
に
仰
い
だ
別
当
代
・
目
代
々
な
ど
の
存
在
を
提
起

し
た
こ
と
で
、祇
園
社
の
社
内
組
織
を
多
角
的
に
検
討
す
る
素
材
と
な
る
と
考
え
る
。

顕
詮
の
時
代
、
社
内
所
職
に
関
し
て
は
山
門
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
と
考
え
て

よ
い
。
特
に
、
別
当
代
・
目
代
々
は
上
位
の
社
僧
で
あ
り
、
執
行
よ
り
別
当
・
目
代

に
従
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

本
稿
は
多
様
な
面
を
持
つ
祇
園
社
の
一
部
を
照
射
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
多
用
さ

れ
る
祇
園
社
関
連
資
料
読
解
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
擱
筆
し
た
い
。

注①　
小
杉
達
氏
「
祇
園
社
の
社
僧　

上
」（『
神
道
史
研
究
』
一
八
―
二
、一
九
七
〇
年
三

月
）、「
祇
園
社
の
社
僧　

下
」（『
神
道
史
研
究
』
一
八
―
三
、一
九
七
〇
年
五
月
）。

②　

野
地
秀
俊
氏
「「
社
僧
」
再
考
―
中
世
祇
園
社
に
お
け
る
門
閥
形
成
―
」（『
佛
教
大

學
大
學
院
紀
要
』
二
六
、一
九
九
八
年
三
月
）。

③　

三
枝
暁
子
氏
「
南
北
朝
期
に
お
け
る
山
門
・
祇
園
社
の
本
末
関
係
と
京
都
支
配
」

（『
比
叡
山
と
室
町
幕
府
』
二
〇
一
一
年
九
月
、
初
出
二
〇
〇
一
年
一
月
）﹇
以
下
三
枝

Ａ
﹈、
同
氏
「
中
世
寺
社
の
公
人
に
つ
い
て
」（『
比
叡
山
と
室
町
幕
府
』
二
〇
一
一
年

九
月
、
初
出
二
〇
〇
七
年
六
月
）﹇
以
下
三
枝
Ｂ
﹈。

④　

福
眞
睦
城
氏
「
中
世
祇
園
社
と
延
暦
寺
の
本
末
関
係
―
祇
園
検
校
、
別
當
の
関
与
か

ら
―
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
二
、一
九
九
六
年
二
月
）、
同
氏

「
祇
園
別
当
の
成
立
と
変
遷
―
比
叡
山
と
の
関
係
か
ら
―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
五
一
、

一
九
九
六
年
六
月
）。

⑤　

下
坂
守
氏
「
中
世
門
跡
寺
院
の
歴
史
的
機
能
」（『
中
世
寺
院
社
会
の
研
究
』
思
文
閣

出
版
、
二
〇
〇
一
年
十
二
月
。
初
出
一
九
九
九
年
三
月
）。

⑥　

桐
房
に
つ
い
て
は
、
辻
浩
和
氏
論
文
を
参
照
の
こ
と
。

⑦　

祇
園
社
「
社
家
記
録
」
応
安
五
年
（
一
三
七
二
）
八
月
五
日
条
。

⑧　

祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
閏
二
月
一
五
日
条
。

⑨　

祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
三
）
一
一
月
一
日
条
。

⑩　

祇
園
社「
社
家
記
録
」康
永
二
年（
一
三
四
三
）九
月
二
九
日
・
正
平
七
年（
一
三
五
二
）

二
月
七
日
・
八
月
一
九
日
・
八
月
二
一
日
・
九
月
一
日
・
一
〇
月
一
日
条
な
ど
。
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⑪　

咸
宗
は
二
公
文
と
、
顕
聖
は
一
公
文
と
執
行
代
を
兼
帯
。

⑫　

前
掲
註
③
三
枝
Ｂ
。

⑬　

祇
園
社
「
社
家
記
録
」
応
安
五
年
（
一
三
七
二
）
七
月
一
〇
日
、
一
一
日
、
一
六

日
、
二
二
日
条
。

⑭　

祇
園
社
「
社
家
記
録
」
応
安
五
年
（
一
三
七
二
）
八
月
一
日
条
。

⑮　

祇
園
社
「
社
家
記
録
」
応
安
五
年
（
一
三
七
二
）
八
月
三
日
条
。

⑯　

前
掲
註
③
三
枝
Ａ
。

⑰　
『
八
坂
神
社
文
書
』（
八
坂
神
社
社
務
所
、
一
九
三
九
年
。
以
下
同
。）、
一
〇
六
二
。

⑱　

小
綱
に
つ
い
て
は
池
松
直
樹
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

⑲　

稲
葉
伸
道
氏
「
中
世
東
大
寺
寺
院
構
造
研
究
序
説
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
創
刊

号
、
一
九
七
六
年
）、
同
氏
「
中
世
の
公
人
に
関
す
る
一
考
察
」（『
史
學
雜
誌
』
八
九

―
一
〇
、一
九
八
〇
年
一
〇
月
）。

⑳　
『
八
坂
神
社
文
書
』
八
一
二
。

㉑　

室
町
後
期
頃
に
は
俗
名
の
も
の
も
小
別
当
に
任
じ
ら
れ
る
。

㉒　

祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
四
月
六
日
・
一
二
月
九
日
な
ど
。

㉓　
『
八
坂
神
社
文
書
』
八
一
九
・
八
二
〇
。

㉔　

祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）、『
記
録
』
上
、
一
〇
五
〇
・

一
〇
五
一
・
一
〇
五
八
な
ど
。

㉕　
『
八
坂
神
社
記
録
』
下
（
八
坂
神
社
社
務
所
、
一
九
二
三
年
。）「
祇
園
社
紀
」
雑
纂

第
八
。
野
地
氏
も
言
及
。

㉖　
『
祇
園
社
記
』
雑
纂
第
三
。

㉗　
『
八
坂
神
社
文
書
』
一
一
〇
四
・
一
一
〇
五
・
一
一
〇
六
な
ど
。

㉘　
『
新
修
八
坂
神
社
文
書　

中
世
編
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。
以
下
同
）
一
一
。

前
掲
註
③
三
枝
Ａ
二
三
頁
。

㉙　

前
掲
註
③
三
枝
Ｂ
二
三
四
頁
。

㉚　

祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
二
月
一
日
・
閏
二
月
一
日
・
三
月

一
日
・
四
月
一
日
・
五
月
一
日
条
。

㉛　
『
八
坂
神
社
文
書
』
八
三
四
。

32　

祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
四
月
三
日
・
四
日
・
五
日
条
。『
八

坂
神
社
文
書
』
八
一
三
・
八
一
四
・
八
一
五
・
八
一
九
・
八
二
〇
、
祇
園
社
「
社
家
記
録
」

三
裏
文
書
一
五
五
・
一
五
六
、『
新
修
八
坂
神
社
文
書
中
世
』
二
六
一
。

33　

祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
七
月
五
日
・
一
〇
日
条
。

34　

こ
の
事
件
を
般
若
院
の
同
族
結
合
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
た
も
の
に
辻
博
之
氏「
中

世
山
門
衆
徒
の
同
族
結
合
と
里
房
」（『
待
兼
山
論
叢　

史
学
篇
』
一
三
、一
九
七
九
年
）

が
あ
る
。

35　

快
栄
は
康
永
二
年（
一
三
四
三
）・
貞
和
六
年（
一
三
五
〇
）・
正
平
七
年（
一
三
五
二
）

に
別
当
代
と
し
て
確
認
さ
れ
る
。

36　

祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
一
〇
月
二
三
日
・
二
四
日
・
二
六

日
条
な
ど
。

37　

祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
一
一
月
四
日
条
。

38　

祇
園
社
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
正
月
二
二
日
条
に
正
月
番
仕
畳
用

途
に
つ
い
て
の
記
事
。「
隆
盛
法
印
社
務
代
〈
幸
有
番
仕
〉」
と
あ
る
が
、正
月
番
仕
は

別
当
得
分
で
あ
る
の
で
、
こ
の
際
幸
有
は
別
当
代
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

39　

祇
園
社
「
社
家
記
録
」
応
安
五
年
（
一
三
七
二
）
一
〇
月
一
日
条
。

40　

前
掲
註
②･

③
三
枝
Ａ
二
六
頁
。

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


